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平成 3年 1月主論文“Effectsof lobenzarit disodium 
on human endothelial cels: Lobenzarit disodium 
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m1以上の濃度で， IFN-γ およびIL-1β で増強される
T細胞の接着を，濃度依存性に抑制した。 RA滑膜では，
滑膜下組織の小血管は著明に増殖し，また，小血管を
構成する血管内皮細胞は活性化され，その表面に
HLA-DR抗原や接着分子を強く発現し，滑膜組織へ
のリンパ球浸潤に関与している。本実験結果より，
CCAは.RA滑膜での血管新生および血管系より滑膜
組織へのリンパ球浸潤を抑制し.RA滑膜炎を消退に
導くことが示唆された。
医学研究科委員会は審査委員の報告に基づいて審査
した結果，本論文は抗リウマチ薬である CCAの作用
機序について解明した研究であり，学位に充分値する
ものとして合格と判定した。
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